あやしう つむりの なやましうて、 夢の やうな 

るき の ふ 今日、 うき 世 はしげ る わか 葉の かげ 

はつ ころ 

に、 初 ほと、 ぎすな きわたる 頃 を、 こぞの 

あき あはせ とリ いで 

秋 袷 ふるめかしう 取 出ぬ る、 さりと は 心 も 

かき たけ こ は 

なし や。 垣の 竹の子き ぬ、 ぎす て、、 まき 葉 

にか、 る 朝露の 新ら しき を 見る もい と 恥 かし 

う ザ J そ。 



あめ よ 

雨の 夜 



ばせ を かきね 

庭の 芭蕉の いと 高 や かに 延びて、 葉 は 垣根 の 上 やが 

ごしゃく ことし 

て 五 尺 もこ えつべし。 今 歳 はいか なれば、 かくいつ ま 

たけ す «| き は 

でも 丈の ひくき など 言 ひて し を、 夏の 末つ かた 極めて 

ただ ひと ひ みっか 

暑 かりし に 唯一 日 ふっか、 三日と も 数へ ずして 驚く ば 

あき はし 

かりにな りぬ。 秋 かぜ 少し そよ くと すれば、 端の か 

は か ふぜい さび 

たより 果敢なげ に 破れて、 風情 次第に 淋しく なるほど、 

あめ よ おと 

雨の 夜の 音な ひこれ こそ は 哀れ なれ。 こまかき 雨 はは 

くさむら なく 

ら/ \ と 音して 草 村が くれ 鳴 こ ほろ ぎの ふし を も 乱さ 

ひと さつ ふリ かか 

ず、 風 一し きり 颯と 降く る は、 あの 葉にば かり 懸 るか 

といた まし。 

雨 は 何時も 哀れなる 中に 秋 はまして 身に しむ こと 多 



返し そのむ かしの 恋しうて、 無 端に 袖 も ぬれ そふ 心地 

あゆ く うち 

遠くより 音して 歩み 来る やうなる 雨、 近き 板戸に 打 

つけの 騒がし さ、 いづれ も 淋しから ぬか は。 恭 たる 親 

の 痩せた る 肩 もむ とて、 骨の 手に 当りた る も、 かかる 

夜 はいと > 心細 さ の やる かたなし。 

つき よ 

月の 夜 

むらくも 

村 雲す こし 有る もよ し、 無き もよ し。 みがき 立てた 



ば、 はじめは 浮きた る やうな りし も 次第に 底 ふかく、 

この 池の 深さい くばく とも 量られぬ 心地に なりて、 月 

すむ 

は その そこ の 底の いと 深く に 住らん 物の やうに 思 はれ 

ぬ。 久しう ありて 仰ぎ見る に、 空なる 月と 水の かげと 

いづ まこと 

孰れ を 誠の かたちと も 思 はれず。 物ぐ る ほし けれど 

みづ おもて 

箱庭に 作りた る 石 一 つ 水の面に そと 取 落せば、 さ > 

波す こし 分れて、 これに ぞ月 のかげ 漂 ひぬ。 かくは か 

を ひ ま ね 

なき 事して 見せ つれば、 甥なる 子の 小さき が 真似て、 

あね わ す すずり 

姉 さまの する 事 我れ も 為と て、 硯の 石い つの ほどに 

持て 出で つらん、 我れ もお 月 さま 砕く のな りと て、 は 

たと 捨てつ。 それ は 亡き 兄の 物な りし を 身に 伝へ てい 



と 大事と 思 ひたりし に、 果敢なき 事に て 失な ひつる 罪 

得が ましき 事と おも ふ。 この 池 かへ させて など 言へ ど 

あけ 

も、 まだ さながらに てなん。 明 ぬれば 月 は 空に 帰りて 

余波 もと V めぬ を、 硯 はいか さまになり ぬらん、 夜 

まち あはれ 

なく 影 や 待と るらん と 哀 なリ。 

うれ よ まれび と うとうと 

嬉しき は 月の 夜の 客人、 つね は 疎々 しくな ど ある 人 

の 心安げ に訪ひ 寄た る。 男 にても 嬉しき を、 まして 女 

の 友に さる 人 あらば、 いかばかり 嬉し からん。 みづか 

ら出 るに 難からば 文 にても おこせ かし。 歌よ みが まし 

き は 憎く き 物 なれ ど、 かかる 夜の 一 ト 言に は 身にしみ 

ぉほぢ つじうら 

て 思 ふ 友 ともなりぬべし。 大路 ゆく 辻占う りの こ ゑ、 



汽車の 笛の 遠く ひ、 V きたる も、 何と はなしに 魂 あくが 

る 、 心地す。 

雁が ね 

朝 月夜の かげ 空に 残りて、 見し 夢の 余波 もま だ 現 

うち 

なきやうな るに、 雨戸 あけさして 打な が むれば、 さと 

吹く 風：^ の 葉の 露 を 払 ひて、 そゾろ 寒け く 身にしみ 渡 

をリ おち ひと 

る 折し も、 落く る やうに 雁が ねの 聞え たる、 孤つな る 

なほ あがた 

は猶 さら、 連ねし 姿 も あはれ なり。 思 ふ 人 を 遠き 県 



を かし。 鈴虫 はふり 出て なく 声のう つくしければ、 物 

ねたみ されて 齢 ひの 短 かきな めリと 点頭 かる。 松虫 も 

同じ ことなれ ど、 名と 実と 伴 はねば あやしまる、 ぞか 

とき は ちとせ 

し。 常 盤の 松 を 名に 呼べれば、 千歳なら ずと も枯 野の 

はぎ 

末まで は あるべき を、 萩の 花ち りこ ぼる、 やがて 声せ 

ずな り 行く。 さる 盛りの 短 かきもの なれば、 暫時 も 似 

お ま 

よと この 名 は 負せ けん、 名 づけ 親ぞ 知ら まほし き。 

ひと こ 

この 虫 一とせ 籠に 飼 ひて、 露に も 霜に も 当て じと い 

ころ ふ よ 

たはり しが、 その 頃 病 ひに 臥したり し 兄の、 夜な く 

も の わび い と 

鳴く こ ゑ 耳に つきて 物 侘しく 厭 はしく、 あの 声な く は、 

^ J の 夜 やすく 睡ら るべ しな ど 言 へ る も 道理に て、 いそ 
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